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第４章 岐阜県地区における平成１３年度事業の成果と課題の整理 
 
１ 省庁別事業の成果と課題 
岐阜県地区において各省庁が実施した事業の成果と課題を以下のように取りまとめた。 
 
 実験概要 成果と課題 

総
務
省 

自
治
行
政
局 

市―市間での共用空間データの
接合性に関する整合性の検証を行
った。また、広域更新における体
制・手法について検討を行った。 
 

【成果】 
・ 隣接市町村間での精度については、河川につ
いて差異がみられるが、これは両市が測量し
た日時が異なった為であり、道路精度、堤防
については精度基準に収まっていた。 
この結果には、①お互いの境界を越えた部
分について、隣の市の都市計画図を参照す
る。②両市の区域外については都市基準点
を交換すると言った点が寄与したと考察さ
れる。 

・ 市及び県を含めた更新手法及びその体制につ
いて検討ができた。 
【課題】 
・隣接市町村間の精度向上施策について各市町
村で汎用的に実施する方法について検討を行
うべきである。 

河川管理及び道路管理におい
て、国土交通省と地方公共団体が
空間データを連携活用する効果を
具体的に検証するとともに、実現
場においてＧＩＳを効果的に整
備・活用する方法を提案する。 

【成果】 
・ 河川情報システムで収集される水文情報と通
行規制情報を共有する実験システムを
WebGIS により作成し、実験基盤の整備も行っ
た。 

・ 実業務でシステムを試用し、ヒアリング調査
によりシステムに対するニーズを収集し、日
常業務におけるＧＩＳの利用可能性を把握し
た。 

国
土
交
通
省 

大
臣
官
房 

建設行政空間データ基盤に関す
る調査、民間データの利活用に関
する調査及びＧＩＳ次世代情報基
盤構築のための基礎的技術に関す
る調査を行った。 
  

【成果】 
・ 河川ＧＩＳの応用スキーマの改良、既存デー
タベースの応用スキーマの試作・検証を行い、
建設行政空間データ基盤製品仕様書の改良を
行った。 

・ 主題図及び白地図に求められる品質クラス
（案）を作成するとともに、地図の品質、精
度の誤差率を視覚的に表現できるツールを作
成した。 

・ ３次元データの作成、精度の検証、３次元表
示を行うとともに、画像基準点を用いた位置
精度及び地図作成への適用性を検証した。 
【課題】 
・ 建設行政空間データ基盤・製品仕様書を完成
させた上で、データ試作、運用実験を行うこ
と、さらには、建設行政空間データ構築のた
めのガイドラインの策定が必要である。 
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 実験概要 成果と課題 

 

国
土
地
理
院 

技術面として、ＧＩＳの基盤
となる位置情報をリアルタイム
に提供するため、電子基準点を
用いたリアルタイム測位サービ
スを民間と連携して試験的に運
用を行い、システムの実用性を
検証した。 

【成果】 
・ 電子基準点を用いたリアルタイム測位実験を
行いシステムの実用性を検証し有効であるこ
とが確認できた。 
【課題】 
・ 全国の電子基準点のリアルタイム化を進め高
精度な位置情報を提供するサービスが必要で
ある。 

国
土
交
通
省 

国、地方公共団体、民間の空
間データを実証実験データベー
スに一元的に登録し、公募で選
ばれた実験参加者がこのデータ
を使った実験を行うことを通じ
て、データの流通・相互利用及
びインターネットの利用に関す
る有用性、課題について検討を
行った。 

【成果】 
・26 団体の民間企業、研究者等が参加して、ア
プリケーション開発等様々な実験を行った。 

・データ流通・相互利用の有用性（開発工数の削
減、情報の品質向上、ＧＩＳの新たな可能性、
台帳データの利用効果等）と課題（データの内
容、精度、管理方法等に関する問題）を把握し
た。 

・データ流通・相互利用をインターネットで行う
ことの有用性（検索のしやすさ、入手期間の短
縮、場所・時間に制約されない）と課題（大容
量データの流通、セキュリティ対策）を把握し
た。 

・データを提供いただいた市町村は全体の３割に
及び、関心の高まりが伺えた。 
【課題】 
・本実験を契機として、民間と行政のよりよい連
携を実現し、地域における自立的なデータ流通
に向けた取り組みを行う必要がある。 

 

国
土
計
画
局 住民参加・住民主体の行政ニ

ーズとして、行政、住民が相互
に Web を経由したコミュニケー
ションが図れる実験データベー
スに都市計画図、環境マップ、
防災マップを登録し、このデー
タを双方で使った実験を行うこ
とを通じて、ＧＩＳセンターと
市町村との関係、役割分担等に
ついて検証を行った。 
また、この検証結果と昨年度

の成果を総合し、ＧＩＳセンタ
ーの事業性の面から再整理を行
った。 
 

【成果】 
･ 市の環境マップの作成、公開業務をＧＩＳセン
ターが支援する実験を行い、ＧＩＳセンターの
機能として、住民に対する行政サービスの実施
の支援をも提供する有効性が実証できた。 

・行政サービスの支援実施に際しては、ＧＩＳセ
ンター、地方公共団体、住民等各主体の役割分
担の明確化が重要。 
【課題】 
・今後、住民参加・住民主体による行政が進むこ
とで、行政業務の負荷も増大することが予想さ
れることから、ＧＩＳセンターが直接的支援を
実施した場合の手法や課題等についても検討
していく必要がある。 

・ＧＩＳと関連のある行政分野との連携を考慮し
たＧＩＳセンターの業務及び組織のあり方に
ついて検討する必要がある。 
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２ 岐阜県地区の事業の特色から見た課題 
 
 岐阜県では、これまで岐阜県ＧＩＳ導入研究会等において岐阜県ＧＩＳ導入指針を策定

し、県・市町村の統合型ＧＩＳと民間企業、研究機関等との空間データの相互流通可能な

県域統合型ＧＩＳの構築に向けた取り組みを独自に実施してきている。岐阜県地区は、こ

れらを踏まえ、ＧＩＳの整備・普及に向けた産学官の連携のあり方等を中心に調査・研究

を行っている。 

 総務省自治行政局の実験では、県及び市町村間において整備した統合型ＧＩＳ共用デー

タの連携の検証において、隣接市町村間の互いの都市計画図の参照や都市基準点を交換す

ることで、一定の位置精度が維持できた。 

 国土交通省大臣官房においては、河川管理及び道路管理において、国土交通省と地方公

共団体が空間データを連携活用する効果を具体的に検証した。また、建設行政分野の各種

ＧＩＳで必要となる建設行政空間データ基盤の実装の可能性を検証するための手順を検

討した。 

 国土交通省国土地理院においては、電子基準点を用いたリアルタイム測位実験を行いシ

ステムの実用性を検証し有効であることが確認できた。 

 国土交通省国土計画局では、住民からの情報を取り入れた住民参加・住民主体での行政

業務における行政サービス支援のあり方も含め、県域レベルでのＧＩＳセンターの事業性

について検討した。また、公募型実証実験（実証実験データベース利活用実験）において

は、昨年度を上回る 26 団体の実験参加者が、WebGIS による住民サービス、学校教育、防

災など幅広いテーマに取り組み、データ流通・相互利用の有用性、課題が検証された。 

 岐阜県地区においては、平成 13年 11 月から（財）岐阜県建設研究センターを運営主体

とする「岐阜県ふるさと地理情報センター」が設置され、県域で共通的に利用可能な共有

空間データの構築が始められたところである。今後、当センターが地域における空間デー

タ流通機能を担いつつ、地域住民への行政サービスの向上や行政事務の効率化、高度化、

さらには地域における雇用促進、新規産業の創出等を実現するため、産学官の連携による

取り組みを推進することが求められる。 

また、本実験で得られた様々な成果を、地方公共団体や住民等が地域として一体的に活

用していけるよう、地域レベルでのＧＩＳの有用性を示していくことが求められる。 
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査

 
【大

分
】 

 

・実
証

実
験

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
拡

充
と

一
般

公
募

に
よ

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
利

活
用

実
験

（官
民

共
同

に
よ

る
空

間
デ

ー
タ

の
相

互
利

活
用

方
策

の
検

討
）【

全
地

区
】 

・効
率

的
な

デ
ー

タ
整

備
、

デ
ー

タ
の

相
互

利
用

等
Ｇ

ＩＳ
の

普
及

支
援

に
係

る
個

別
課

題
に

関
す

る
実

験
 

【岐
阜

、
大

阪
、

福
岡

、
大

分
、

沖
縄

】 
 

・地
域

に
お

け
る

自
立

的
な

空
間

デ
ー

タ
整

備
、

流
通

及
び

相
互

利
用

の
た

め
の

基
盤

形
成

 

・地
域

に
お

け
る

自
立

的
な

空
間

デ
ー

タ
整

備
、

流
通

及
び

相
互

利
用

の
た

め
の

基
盤

形
成

 

・教
育

分
野

や
一

般
家

庭
等

、
国

民
生

活
に

密
接

に
関

連
す

る
分

野
で

の
Ｇ

ＩＳ
の

普
及

 

・電
子

基
準

点
リ

ア
ル

タ
イ

ム
化

の
シ

ス
テ

ム
構

築
及

び
全

国
の

電
子

基
準

点
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

化
 

・空
間

デ
ー

タ
基

盤
の

利
活

用
推

進
の

た
め

の
更

な
る

環
境

整
備

（他
省

庁
、

官
民

が
一

体
と

な
っ

た
デ

ー
タ

流
通

促
進

等
） 

今
後

の
方

向
 

・地
方

公
共

団
体

へ
の

統
合

型
Ｇ

Ｉ
Ｓ

の
普

及
 

・差
分

検
出

技
術

、
W

eb
上

で
ス

ム
ー

ズ
な

表
現

と
効

率
的

な
配

信
を

実
現

す
る

技
術

等
の

開
発

及
び

最
適

な
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
構

造
の

研
究

 
・３

次
元

Ｇ
ＩＳ

の
一

層
の

普
及

啓
発

（モ
デ

ル
シ

ョ
ー

ケ
ー

ス
の

構
築

） 
・３

次
元

Ｇ
ＩＳ

の
モ

バ
イ

ル
対

応
技

術
の

研
究

開
発

 

・地
域

に
お

け
る

G
-X

M
L

を
使

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

・普
及

促
進

 

・地
域

に
お

け
る

自
立

的
な

空
間

デ
ー

タ
整

備
、

流
通

及
び

相
互

利
用

の
た

め
の

基
盤

形
成

 

・海
域

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

基
盤

情
報

（沿
岸

の
海

の
基

本
図

の
数

値
化

）の
更

新
 

 

・街
区

レ
ベ

ル
位

置
参

照
情

報
の

更
新

手
法

の
確

立
及

び
毎

年
度

の
デ

ー
タ

更
新

・
提

供
 

凡
例

 実
証

実
験

の
た

め
に

不
可

欠
な

デ
ー

タ
の

整
備

 
要

素
技

術
の

開
発

 
 

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

開
発

 
 

デ
ー

タ
相

互
運

用
シ

ス
テ

ム
技

術
の

開
発
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Ｇ
Ｉ
Ｓ
モ
デ
ル
地
区
実
証
実
験

 
岐
阜
地
区
実
施
事
業
一
覧

 
（
岐
阜
県
地
区
の
特
色
：
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
整
備
・
普
及
に
向
け
た
産
学
官
の
連
携
）

 
 

 
実

証
実

験
の

た
め

に
不

可
欠

な
デ

ー
タ

整
備
 

要
素
技
術
の
開
発

 
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
開

発
 

デ
ー

タ
相

互
運

用
シ

ス
テ

ム
技

術
の

開
発

 

平
成

12
年

度
 

【
国

土
交

通
省

国
土

地
理

院
】

 
・

数
値

地
図

25
00

0
の

整
備

 
 

【
総

務
省

情
報

通
信

政
策

局
】

 
・

既
設

ク
リ

ア
リ

ン
グ

ハ
ウ

ス
の

メ
タ

デ
ー

タ
一

括
検

索
及

び
検

索
結

果
に

連
係

さ
れ

た
地

図
デ

ー
タ

の
即

時
提

供
の

実
験
 

 【
国

土
交

通
省

大
臣

官
房

】
 

・
電

子
基

準
点

デ
ー

タ
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
出

力
す

る
た

め
の

電
子

基
準

点
の

改
造

（
４

点
）
 

・
建
設
業
務
で
流
通
・
利
用
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
基
盤
デ
ー
タ
の
検

討
及

び
要

素
技

術
の

開
発

 
・

災
害

時
の

Ｇ
Ｉ

Ｓ
の

活
用

の
可

能
性

を
検

討
 

 【
国

土
交

通
省

総
合

政
策

局
】

 
・
観
光
情
報
に
係
る
位
置
情
報
（
緯
度
経
度
情
報
）
の
整
備

 
 【

国
土

交
通

省
国

土
計

画
局

】
 

・
街

区
レ

ベ
ル

位
置

参
照

情
報

の
整

備
と

一
般

提
供

 

【
国

土
交

通
省

大
臣

官
房

】
 

・
建
設
業
務
で
流
通
・
利
用
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
基
盤
デ
ー
タ
の
検

討
及

び
要

素
技

術
の

開
発

（
再

掲
）
 

・
災

害
時

の
Ｇ

Ｉ
Ｓ

の
活

用
の

可
能

性
を

検
討

（
再

掲
）
 

 【
国

土
交

通
省

国
土

計
画

局
】

 
・
実

証
実

験
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

と
一

般
公

募
に

よ
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

利
活

用
実

験
（

官
民

共
同

に
よ

る
空

間
デ

ー
タ

の
相

互
利

活
用

方
策

の
検

討
）

 

【
総

務
省

自
治

行
政

局
】
 

・
共

用
空

間
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築
 

・
共

用
空

間
デ

ー
タ

の
品

質
保

証
 

・
運

用
面

で
の

検
討

 
・

個
別

業
務

に
お

け
る

品
質

検
証

 
 【

国
土

交
通

省
国

土
計

画
局

】
 

・
実

証
実

験
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

と
一

般
公

募
に

よ
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

利
活

用
実

験
（

官
民

共
同

に
よ

る
空

間
デ

ー
タ

の
相

互
利

活
用

方
策

の
検

討
）（

再
掲

）
 

・
効

率
的

な
デ

ー
タ

整
備

、
デ

ー
タ

の
相

互
利

用
等

Ｇ
Ｉ

Ｓ
の

普
及

支
援

に
係

る
個

別
課

題
に

関
す

る
実

験
 

 

平
成

13
年

度
 

－
 

【
国

土
交

通
省

国
土

地
理

院
】

 
・

電
子

基
準

点
の

改
造

（
９

点
）

実
施

及
び

リ
ア

ル
タ

イ
ム

測
位
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
と
連
携
し
試
験
的
に
運
用
す
る
実

証
実
験

 
【

国
土

交
通

省
大

臣
官

房
】

 
・
建
設
業
務
で
流
通
・
利
用
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
基
盤
デ
ー
タ
の
適

用
性

の
検

討
及

び
要

素
技

術
の

開
発

 
・

シ
ス

テ
ム

の
整

備
及

び
災

害
時

へ
の

適
用

に
お

け
る

実
証

実
験
 

【
国

土
交

通
省

大
臣

官
房

】
 

・
建
設
業
務
で
流
通
・
利
用
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
基
盤
デ
ー
タ
の
適

用
性

の
検

討
及

び
要

素
技

術
の

開
発

（
再

掲
）
 

・
シ

ス
テ

ム
の

整
備

及
び

災
害

時
へ

の
適

用
に

お
け

る
実

証
実

験
（

再
掲

）
 

 【
国

土
交

通
省

国
土

計
画

局
】

 
・

実
証

実
験

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
拡

充
と

一
般

公
募

に
よ

る
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

利
活

用
実

験
（

官
民

共
同

に
よ

る
空

間
デ

ー
タ

の
相

互
利

活
用

方
策

の
検

討
）

 
・

効
率

的
な

デ
ー

タ
整

備
、

デ
ー

タ
の

相
互

利
用

等
Ｇ

Ｉ
Ｓ

の
普

及
支

援
に

係
る

個
別

課
題

に
関

す
る

実
験

 
 

【
総

務
省

自
治

行
政

局
】
 

・「
統

合
型

Ｇ
Ｉ

Ｓ
に

関
す

る
全

体
・

整
備

指
針

及
び

仕
様

書（
7
月

12
日
）
｣に

基
づ

き
構

築
さ

れ
た

共
用

空
間

デ
ー

タ
の

効
率

的
な

更
新

・
運

用
、

利
活

用
 

・
広

域
的

な
利

活
用

方
策

の
検

討
 

 【
国

土
交

通
省

国
土

計
画

局
】

 
・

実
証

実
験

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
拡

充
と

一
般

公
募

に
よ

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
利

活
用

実
験

（
官

民
共

同
に

よ
る

空
間

デ
ー

タ
の

相
互

利
活

用
方

策
の

検
討

）（
再

掲
）

 
・
効
率
的
な
デ
ー
タ
整
備
、
デ
ー
タ
の

相
互

利
用

等
Ｇ

Ｉ
Ｓ

の
普

及
支

援
に

係
る

個
別

課
題

に
関

す
る

実
験

（
再

掲
）
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